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現在、そして未来へ

10年前の私から

　懐かしい学校の机で3人が読むのは、中学生の時に10年後の自
分へ宛てた手紙。11月3日に開催した、市制施行70周年記念式典の
プログラム「時を越えたメッセージ　10年前の私から」で返却された
ものだ。
　セレモニーの最後には、25歳になった若者と現役の中学生が、未
来の秦野に向けたメッセージを発信した。彼らは、この先の「ふる
さと秦野」にどんな未来を描いたのだろうか。

2面まで　特集「未来へのメッセージ」

ところ　市役所教育庁舎2階教育総務課
対�　象　平成11年4月2日～12年4月1日に生
まれ、市内中学校を卒業した方
締め切り　令和8年10月30日㈮

問い合わせ　教育総務課☎（84）2783

11月3日に受け取れなかった方へ
10年後の自分へ宛てた手紙

返却
します 

令和7年（2025年）

No.1367

12 1
紙面アンケート

スマホから1分で回答

毎月2回（1日・15日）発行

市の職員数・給与など 3面
人権ポスター・作文などの入賞者 4面
共生社会特集　心のバリアフリー 5面
ライトアップ&イルミネーション 8面

主な内容
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た
恩
を
、
他
者
に
分
か
ち
合
っ
て
い
く
」
と
う
た

わ
れ
て
い
る
。互
い
を
認
め
合
っ
て
協
力
す
る
「
一

円
融
合
」
と
、
小
さ
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
「
積

小
為
大
」
も
必
要
不
可
欠
な
教
え
と
し
て
、
宣
言

の
中
に
位
置
付
け
た
。

　

合
田
さ
ん
と
共
に
檀だ

ん

上じ
ょ
うに
立
ち
、
大
会
宣
言
を

提
案
し
た
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
そ
れ
以
外

に
も
、
金
次
郎
の
教
え
を
学
ん
だ
児
童
や
生
徒

ら
が
、
多
く
の
催
し
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
に
何

が
生
か
せ
る
の
か
を
考
え
て
発
表
し
た
。
教
え
を

受
け
継
い
だ
子
供
た
ち
が
つ
く
る
今
後
の
秦
野
に

は
、
明
る
く
楽
し
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
。

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て

　
「
時
を
越
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
委
員
た
ち
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
、
中
学
生
の
諸
星
瑠
風

さ
ん
。「
秦
野
こ
ど
も
未
来
づ
く
り
会
議
」の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
の
大
会
宣
言
の
作

成
に
も
携
わ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
関
わ

る
中
、
全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
は「
ふ
る
さ
と

秦
野
」
を
大
切
に
す
る
思
い
。
年
齢
や
学
校
が
違

う
人
、
会
っ
た
ば
か
り
の
人
で
も
、
秦
野
の
好
き

な
所
を
話
題
に
し
て
、
打
ち
解
け
ら
れ
た
と
い
う
。

諸
星
さ
ん
は
、「
年
の
差
や
立
場
に
関
係
な
く
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
、に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
将
来
の
展
望
を
語
る
。

　

市
制
施
行
70
周
年
の
テ
ー
マ
は「
み
ん
な
で
つ

な
ぐ　

未
来
の
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」。
市
内
の
子
供

や
大
人
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
久
々
に
帰
郷
し

た
人
た
ち
ま
で
、
秦
野
を
思
う
全
員
が
こ
の
節
目

の
年
を
紡
い
で
き
た
。
誰
も
が
誇
り
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
本
市
は
、
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
人
た
ち
と
共
に
、
10
年
、
20
年
、
そ
し
て

そ
の
先
の
未
来
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

手
紙
が
つ
な
い
だ
仲
間
の
絆

　
「
中
学
生
の
頃
の
記
憶
が
、
手
紙
を
通
じ
て
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
ね
」。
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
な
が
ら
語
る
の
は
、「
時
を
越
え
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
セ
レ
モ
ニ
ー
の
運
営
を
担
っ
た
原
秀
彰
委

員
長
、
近
江
桃
子
委
員
、
浅
川
杏
奈
委
員
。
彼
ら

を
含
む
計
７
人
の
委
員
は
、
５
年
前
に
開
催
し
た

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」で
も
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ

て
い
た
。
市
の
担
当
者
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
と
き

は
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で

き
る
期
待
感
に
胸
が
躍
っ
た
と
い
う
。

　

委
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
市
外
在
住
者
。
忙
し
い

合
間
を
縫
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
打
ち
合
わ
せ

を
続
け
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
構
成
や
演
出
ま
で
、
自

分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
。
積
極
的
に
同
級
生
へ
連

絡
し
た
結
果
、
当
日
手
紙
の
返
却
ブ
ー
ス
に
集

ま
っ
た
の
は
、２
０
０
人
以
上
。
原
委
員
長
は
、「
学

生
時
代
の
映
像
を
見
た
り
、
当
時
の
先
生
と
話
し

た
り
し
て
、
み
ん
な
、
あ
の
頃
の
自
分
に
戻
れ
た

と
思
い
ま
す
」
と
頰
を
緩
め
る
。

10
年
後
の
自
分
と

「
ふ
る
さ
と
秦
野
」

　

手
紙
を
書
い
て
か
ら
10
年
、
市
内
外
で
活
躍
し

て
い
る
同
級
生
た
ち
。
委
員
の
３
人
も
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩
ん
で
き
た
。

　

前
向
き
な
性
格
は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
と
笑
み

を
こ
ぼ
す
近
江
委
員
。
書
い
た
内
容
は
覚
え
て
い

な
か
っ
た
が
、
当
時
の
夢
だ
っ
た
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
る
。「
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
夢
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
ね
」。

仕
事
の
都
合
で
秦
野
を
離
れ
た
時
、
水
道
の
水
が

口
に
合
わ
ず
、
飲
料
水
を
買
う
こ
と
が
多
く
な
っ

た
と
い
う
。「
当
た
り
前
の
よ
う
に
家
で
飲
ん
で

い
た
水
の
お
い
し
さ
に
気
付
き
ま
し
た
」

　

放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
小
学
生
を
支
え

る
浅
川
委
員
の
手
紙
に
あ
っ
た
の
は
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
の
名
前
や
、
生
徒
代
表
と
し
て
卒
業

式
で
述
べ
た
言
葉
。
生
徒
会
長
を
務
め
て
い
た
当

時
が
懐
か
し
い
と
話
す
。
現
在
、
県
外
に
住
む
中

で
感
じ
る
秦
野
の
良
さ
は
、
公
園
な
ど
の
公
共
ス

ペ
ー
ス
が
広
々
し
て
い
る
点
だ
と
浅
川
委
員
。「
子

供
が
伸
び
伸
び
遊
べ
て
、
家
族
連
れ
も
ゆ
っ
く
り

で
き
る
場
所
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

手
紙
に
書
い
た
通
り
、
中
学
校
教
諭
に
な
る
夢

を
か
な
え
、
今
も
市
内
で
過
ご
す
原
委
員
長
。
中

学
校
給
食
の
開
始
や
新
東
名
高
速
道
路
の
開
通

な
ど
、
町
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
久
々

に
帰
郷
し
た
友
人
か
ら
は
、「
駅
周
辺
に
店
や
集

合
住
宅
が
で
き
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
」
と
の
声
も
。　

　

10
年
を
経
た
今
、「
自
然
の
風
景
は
、
変
わ
ら

ず
に
残
る
秦
野
の
魅
力
で
す
ね
」
と
口
を
そ
ろ
え

る
３
人
。
浅
川
委
員
は
、
実
家
に
帰
る
時
に
見
る

丹
沢
の
山
並
み
や
桜
並
木
が
続
く
水
無
川
の
風
景

に
、
心
が
落
ち
着
く
と
い
う
。
昔
か
ら
変
わ
ら
な

い
景
色
が
、秦
野
を
ふ
る
さ
と
に
持
つ
人
た
ち
の
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
力
を
込
め
る
。

未
来
の
秦
野
に
寄
せ
る
思
い

　

子
供
た
ち
が
多
様
な
個
性
を
伸
ば
し
て
い
け
る

環
境
を
、
よ
り
充
実
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
話
す
原

委
員
長
。
生
徒
一
人
一
人
に
対
す
る
、
よ
り
丁
寧

な
ケ
ア
は
、
秦
野
を
支
え
て
い
く
人
材
の
育
成
に

欠
か
せ
な
い
。

　

小
学
生
時
代
の
工
場
や
消
防
署
の
見
学
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
と
い
う
浅
川
委
員
。「
今
後
も
企

業
や
市
が
協
力
し
て
、
地
域
全
体
で
子
供
の
成
長

を
支
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
願
う
。

　

観
光
が
有
名
な
町
で
過
ご
し
た
経
験
を
持
つ
近

江
委
員
は
、「
食
」
が
人
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。「
落
花
生
や

ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
、
秦
野
ら
し
さ
の
あ
る
商
品
を

手
軽
に
買
え
た
り
、
食
べ
歩
き
が
で
き
た
り
す
る

ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
る
と
い
い
で
す
よ
ね
」。
３
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験
か
ら
、
地
元
へ
の

異
な
る
願
い
を
抱
い
て
い
る
。

　

委
員
た
ち
が
現
役
の
中
学
生
と
共
に
発
信
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
は
だ
の
か
ら
未
来
へ
！
」。
市
内

の
中
学
校
の
数
と
同
じ
九
つ
の
ボ
ー
ド
に
は
、
前

向
き
な
姿
勢
で
、
秦
野
を
明
る
く
し
て
い
き
た

い
と
い
う
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
手
紙

を
き
っ
か
け
に
再
認
識
す
る
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

が
、
よ
り
良
い
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

まほろば大橋
ライトアップ

　季節や行事に合わせて変化する光で、
秦野駅北口周辺のにぎわいを創り出す。

市制施行70周年
記念式典

　地域社会への功労が広く認められた
方々の表彰や祝賀演奏などが披露された。

名水サミット
inはだの

　70人以上のオカリナ演奏で幕を開け
た、水の大切さを広く伝える全国大会。
秦野が誇る名水の理由と魅力を発信した。

　今年の1月1日に、市制施行70周年を迎えた本市。これま
での歩みを振り返り、新たな時代を切り開くために実施して
きた記念事業には、次世代の担い手が多く参加した。彼らが
未来の秦野へ託した思いを探るため、二つの事業にスポット
を当てた。

金
次
郎
の
教
え
を
次
の
世
代
へ

　

11
月
１
日
に
開
催
し
た
、
第
30
回
全
国
報
徳
サ

ミ
ッ
ト
秦
野
市
大
会
。
二
宮
金
次
郎
に
縁
の
あ
る

17
市
町
村
が
集
い
、
人
づ
く
り
や
町
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
本
市
が
重
点
を
置
い
た
の
は
、
金

次
郎
の
教
え
で
あ
る
「
報
徳
思
想
」
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
。
市
内
の
小
・
中
学
生
が
彼

の
功
績
や
教
え
を
学
ん
だ
ほ
か
、
初
の
試
み
と

し
て
、子
供
た
ち
に
よ
る
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

宣
言
の
内
容
を
考
え
た
の
は
、「
秦
野
こ
ど
も
未

来
づ
く
り
会
議
」
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生
。
平

成
20
年
か
ら
、
各
校
の
代
表
が
集
ま
り
、
い
じ
め

の
起
き
な
い
学
校
づ
く
り
や
地
域
の
未
来
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
る
。　

　

没
後
１
世
紀
半
が
た
っ
た
今
も
色
あ
せ
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
手
掛
か
り
と
な
る

「
報
徳
思
想
」。
大
会
宣
言
に
は
、
こ
の
教
え
を
基

に
、「
真
心
を
持
っ
て
、
社
会
へ
貢
献
す
る
た
め

に
努
力
し
、
学
び
で
得
た
知
識
や
人
に
助
け
ら
れ

1 未来ポスト返却式実行委員会の委員と各中学校の現
役中学生が世代を超えてペアを組み、メッセージボードを掲げた　 2
左から近江委員、原委員長、浅川委員　 3 中学校ごとに設けられた手
紙の返却ブース。担任の先生を囲んで盛り上がる　 4 委員の1人が、
10年前の手紙の朗読と今の私についてスピーチ

 Photos

1 基調講
演で「自分だけでなく、家
族や関わる人全員が笑って
過ごせるような夢を持って
ほしい」と願いを伝えたは
だのふるさと大使の合田雅
吏さん　 2 各中学校の代
表が合田さんと大会宣言　
3 70周年記念缶バッジを
手にするのは、二つの事業
に関わった諸星さん　 4
児童が作成した金次郎像

 Photos

1

432

市制施行70周年記念事業
を振り返る

７７月月１１１１日日
～～

１１１１月月３３日日

１１１１月月８８日日

1

2

43

未来への
メッセージ

特集
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職員数
一般行政

①
教育
②

消防
③

小計
④（①＋②＋③）

公営企業等
⑤

総合計
④＋⑤

659人 125人 202人 986人 102人 1088人

※期末・勤勉手当は、民間企業のボーナスに相当します。

※退職手当は、給料月額に支給率を掛けて算出しています。

期末・勤勉手当
区　分 秦野市 国
6月期 2.3カ月分
12月期 2.3カ月分

計 4.6カ月分

地域手当
区　分 秦野市 国

支給対象地域・
支給率 10％ 地域により

0～20％

市長や議員の給料など
区　分 月　額 区　分 支給割合

給料
市　長 93万8000円

期末
手当

市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員

6月期 2.2カ月分
副市長 76万8000円
教育長 68万4000円

12月期 2.2カ月分

報酬
議　長 55万6000円
副議長 48万4000円

計 4.4カ月分
議　員 44万4000円

退職
手当

支給額計算式 支給時期

市　長
副市長
教育長

100分の400
給料月額×在職年数×100分の300

100分の200
任期終了

ごと

※期末手当は、給料・報酬月額の20％の役職加算があります。

給料 期末・勤勉手当 その他の手当 計
43億8924万円 20億2179万円 14億2421万円 78億3524万円

職員給与費（令和7年度予算額）

※令和6年度の職員1人当たりの平均給与は659万7845円です。
※社会保険料に当たる共済費や退職手当、児童手当を含みません。
※�その他の手当は、地域手当、扶養手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当、
住居手当、通勤手当、管理職手当、在宅勤務等手当などがあります。

職員の給料

区　　分 秦野市 国

一般行政職
大学卒 23万円

総合職　　　  23万円
一般職　　　  22万円

高校卒 20万1000円 一般職　18万8000円

初任給

区　　分
秦野市 国  

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 32万7600円 40.1歳 33万2237円 41.9歳

技能労務職 31万9000円 57.3歳 29万4567円 51.3歳

平均給料月額と平均年齢

退職手当（令和6年度）

　市職員の人数や給与などの概要を
お知らせします（特に記載があるもの
を除き、数値は令和7年4月1日現在）。

職員の各種手当

区　分 人数 平均支給額 平均勤続年数
自己都合 21人 185万6902円 8年4カ月

勤続20年以上
（50～61歳、定年） 30人 2034万7693円 34年2カ月

お知らせします

市市のの職員数職員数・・給与給与などなど

令和6年度決算状況
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

31億9882万円 30億7544万円 1億2338万円

組合財産の年度末現在高
区　　分 現在高（面積・金額）

行政財産（土地） 6万2592㎡
行政財産（建物） 2万5414㎡

基
金

施設整備基金 5376万円
減債基金 1億5828万円

職員退職給与準備基金 3508万円

組合債の年度末現在高
区　　分 年度末現在高

ごみ処理施設整備関係 14億549万円
斎場施設整備関係 9億17万円

合　　計 23億566万円

　秦野市と伊勢原市のごみ処理と火葬業務は、秦野市伊勢原
市環境衛生組合が行っています。組合の令和6年度決算状況
と令和7年度予算執行状況を公表します。

財政状況財政状況ををお知らせお知らせししますます

令和7年度予算執行状況
（令和7年9月末現在）

予算額 収入済額 収入率

28億4300万円
12億7724万円 44.9％

支出済額 執行率
11億3442万円 39.9％

※令和7年9月末現在、「一時借入金」はありません。

秦野市伊勢原市環境衛生組合

　前年度と比較すると、歳入は�
1億1942万円（3.9％）の増、歳出
は1億3512万円（4.6％）の増とな
りました。　

　歳入は、両市からの分担金が全体の60.8
パーセントを占めています。両市民の1人当
たりの分担金負担相当額は約7547円です。
※�令和7年3月末現在の両市住民基本台帳人
口（25万7845人）により算出。

　歳出は、両市から排出されたごみの処理
や火葬業務などの衛生費が全体の62.2パー
セントを占めています。今後も両市民の快
適な生活を保てるよう適正な業務遂行に努
めます。

議会費
249万8007円（0.1%）

公債費
6億9183万
1547円
（22.5%）

総務費
4億6919万4966円
（15.2%）

斎場費　
1億3000万
747円
（4.2％）

クリーンセンター費
11億5508万
393円
（37.6%）

工場費
4億8692万
7402円
（15.8%）

衛生費
19億1191万
8626円
（62.2%）

清掃総務費
1億3991万84円（4.6%）

合計
30億7544万
3146円

合計
31億9881万
8426円

秦野市分担金
11億8269万
8000円
（37.0%）

分担金および
負担金
19億4583万
5000円
（60.8%）

伊勢原市分担金
7億6313万7000円
（23.8%）

使用料および手数料
3億5636万5060円
（11.1%）

繰入金
3億7000万円
（11.6%）

諸収入
3億7378万8313円
（11.7%）

繰越金
1億3907万3663円（4.3%）

県支出金 1201万7000円（0.4%）
国庫支出金 153万7000円（0.1%）
財産収入 20万2390円（0.1%未満）

歳 入 歳 出

問い合わせ　人事課☎（82）5120

問い合わせ　秦野市伊勢原市環境衛生組合☎（82）2500
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　周囲の理解や配慮が、障害がある方の大きな助けになります。障害の
種類や特徴、主なサポート方法を紹介します。

　市では、全ての人が互いに尊重し支え合いながら、共に
学び、働き、暮らすことができる社会の実現を目指して、
今年3月に ｢はだの障害福祉推進プラン｣ を策定しました。
　心のバリアフリーは、市民一人一人が障害への理解を深
めることが第一歩になります。互いを ｢知る｣ ことで、誰も
が暮らしやすい社会をみんなで目指しませんか。

問い合わせ　障害福祉課☎︎（82）7616

視覚障害視覚障害
　目が見えない、見えにくいといった障害があり、慣れな
い場所では1人での行動が困難です。白いつえを持っている
方や盲導犬を連れている方などがいます。

積極的に声を掛ける思いやりポイント

　周囲の状況が分からないので、方向や物の名前を具体的に説明しま
しょう。歩道の点字ブロックの上に自転車などの障害物を置かないよう
にしましょう。

知的障害知的障害
　生まれた時から18歳頃までの発達期に生じた脳の障害で、知的機能に
発達の遅れがあります。まれに、事故や病気などで知的障害になる方も
います。

丁寧に対応思いやりポイント

　会話をする時は、優しい言葉でゆっくり話したり、絵や図などを使っ
たりして分かりやすく伝えましょう。

発達障害発達障害
　多くは子供の頃から症状が表れ、コミュニケーションや
対人関係をつくるのが苦手です。脳機能の特性による発達
の偏りによって、日常生活に困難が生じることがあります。

安心できる環境をつくる思いやりポイント

　みんなと同じ事ができなくても、個性として受け入れ、むやみに本人
を責めないようにしましょう。

精神障害精神障害
　心の病気などによって、日常生活が困難になることがあります。統合
失調症や気分障害、アルコール依存症などがあります。

不安の声に耳を傾ける思いやりポイント

　気持ちを受け止める姿勢を示し、話してくれたら ｢話してくれてありが
とう｣ と伝えましょう。その一言が心の支えになります。

聴覚障害聴覚障害
　耳が聞こえない、聞こえにくいといった障害があり、
音声情報が伝わりにくくなっています。手話や相手の
表情、口元の動き、筆談などにより情報を得ています。

伝え方を工夫しよう思いやりポイント

　手話や身ぶり、肩を軽くたたくなど、音声に頼らない声掛けで知らせ
ましょう。筆談などの文字で伝えたり、口元の動きを普段よりはっきり、
ゆっくり見せたりして伝えましょう。

肢体不自由肢体不自由
　けがや病気で手足など、体の一部や全身に障害があ
ります。話したり書いたりすることが困難な方や、車
いすなどの補装具を使っている方もいます。

みんなで協力する思いやりポイント

　車いすの介助など、1人では手助けが困難なときは、周囲の方にも協
力してもらいましょう。優先スペースの利用は控えましょう。

心のバリアフリー
みんなが笑顔になれる社会に

共 生 社 会 特 集

知ることから生まれる 寄り添う心知ることから生まれる 寄り添う心
　「相談を受けるときは、私たちが答えを
出すのではなく、本人の中にある答えを
引き出すことを心掛けています」と話すの
は、主任相談支援専門員の小池統括課長。
　相談は、日常生活の困り事から命に関
わる事までさまざま。電話や窓口で相談
に応じるだけでなく、必要に応じて相談
者の住まいに出向くことも。「生活の様子
を直接確かめることで、言葉だけでは見
えない課題や思いに気付くことがありま
す」。障害があることで不自由はあっても、
不幸だと感じてしまう社会にはしたくないという。一つ一つの相談に
じっくり耳を傾け、事業所や病院などの関係機関と協力して必要な支援
に結び付けています。
　｢障害を知らないことで不安や距離を生むこともあるため、種類や特
徴を知ってもらうことが一番大切です｣。障害がある方を常に支援の対
象として見るのではなく、困っている事に気付き、自然に声を掛けられ
る関係が理想と話す小池統括課長。
　障害の有無ではなく、同じ地域の住民として気軽にあいさつできる仕
組みや仕掛けをつくることが互いを理解することにつながると考え、今
日も一人一人の声に真

しん

摯
し

に向き合っています。

障害がある方の相談支援専門員に聞く

市地域生活支援センター
「ぱれっと・はだの」　
小池憲一 統括課長

障害の種類と特徴障害の種類と特徴を知ろうを知ろう

12月3日〜9日は12月3日〜9日は「「障害者週間」障害者週間」

　発達障害や高次脳機能障害、重症心身障害など、障害者手帳を持って
いなくても困難を感じている人はたくさんいます。障害について詳しく
知りたい方には、冊子 ｢障害のことを知ろう｣ (市役所1階障
害福祉課、ぱれっと・はだの(本町2-7-25)にあります)を配
布しています。右の二次元コードからも見ることができます。

　合理的配慮とは、障害のある方が社会生活の中で出会う困り事などを、
負担になりすぎない範囲で取り除くための援助や環境を整
えること。障害の内容によって合理的配慮の内容はさまざ
まです。詳しい事例は、右の二次元コードから確認できま
す。

このマーク見たことありますかこのマーク見たことありますか

事業者の皆さん事業者の皆さん

合理的配慮の提供が義務化されています合理的配慮の提供が義務化されています

耳マーク
　聴覚に障害があることを示し、コミュニケー
ション方法に配慮を求める場合などに使用さ
れているマークです。自治体や病院などが聴
覚障害者に援助をすることを示すマークとし
ても使用されています。

内部障害内部障害
　病気などで内臓などに障害があります。心臓ペースメーカーを使用し
ている方やストーマ(人工肛門・ぼうこう)が必要な方などがいます。

さりげない気遣い思いやりポイント

　優先席付近では、携帯電話の電源を切りましょう。見た目では障害が
分かりにくいので、本人の希望などに沿って協力しましょう。

冬
の
特
別
滞
納
整
理
期
間
　
12
～
１
月
は
、
電
話
や
通
知
な
ど
に
よ
る
納
税
の
催
告
を
行
い
、
滞
納
整
理
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　
債
権
回
収
課
☎（
８
２
）５
１
３
４

公共下水道事業会計

項　　目 令和7年度 令和6年度 差引増減
流 入 汚 水 量 724万1278㎥ 759万2220㎥ −35万942㎥
有 収 水 量 718万9950㎥ 722万4130㎥ −3万4180㎥
下水道使用料 10億6808万円 10億7339万円 −531万円

科　　 目 金　　額 科　　目 金　　額
営 業 収 益 14億550万円 特 別 利 益 24万円
営 業 費 用 19億4412万円 特 別 損 失 121万円
営 業 外 収 益 17億7216万円 上半期純利益 10億7893万円
営 業 外 費 用 1億5364万円

　令和7年度上半期の流入汚水量は724万1278㎥でした。このうち使用
料算定の基となる有収水量は718万9950㎥で、下水道使用料収入は、約
10億6808万円となりました。前年同期と比べ、流入汚水量は約35万㎥
の減、有収水量は約3万㎥の減、下水道使用料収入は531万円の減となっ
ています。
　建設改良事業は、汚水・雨水管きょの整備を進めています。

　令和7年度上半期の給水量は、962万2890㎥でした。このうち、料
金算定の基となる有収水量（検針メーターによる量）は、869万4295㎥
で、水道料金収入は、約11億888万円となりました。前年同期と比べ、
給水量は約22万㎥の減、有収水量は約8万㎥の減となり、今年度上半期
の水道料金収入は664万円の減となっています。
　建設改良事業は、配水管路の耐震化や水道施設の更新などを進めてい
ます。

水道事業会計

項　　目 令和7年度 令和6年度 差引増減
給 水 量 962万2890㎥ 984万3836㎥ −22万946㎥
有 収 水 量 869万4295㎥ 877万1493㎥ −7万7198㎥
水 道 料 金 11億888万円 11億1552万円 −664万円

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
営 業 収 益 11億2626万円 特 別 利 益 54万円
営 業 費 用 10億9872万円 特 別 損 失 63万円
営 業 外 収 益 1億8184万円 上半期純利益 1億7123万円
営 業 外 費 用 3806万円

※いずれも金額は税抜き。

令和7年度上半期　水道事業および公共下水道事業の業務状況

問い合わせ　経営総務課☎（81）4113

　就園前の子供の親が地域でグループを作り、保育士の助言を受けな
がら、一緒に保育をします。今後、各グループで見学や体験の開催が予
定されています。参加希望者は、直接グループへ連絡してください。入
会は、原則1家族1グループです。

グループ名 活動場所 活動日 申し込み先

なでしこ ほうらい会館 第1・3木曜日 西川☎080（4789）3007

ひばり はだのこども館
など 毎週火曜日 高野☎080（1322）8517

原っぱ 北公民館 毎週金曜日 松山☎080（5684）9474

ひかりのこ ひかりの街
集会所 毎週火曜日 河口☎090（4095）2830

すくすく 堀川児童館 毎週金曜日 徳岳 sukusukuhorikawa@
gmail.com

さんりんしゃ 堀山下児童館 毎週火曜日 森谷 satomori0214@
gmail.com

内容　工作や外遊び、お話し会、収穫体験など
※対象年齢や活動時間・回数などは各グループへ問い合わせてください。

募集

コミュニティ保育  4月からの参加者コミュニティ保育  4月からの参加者

問い合わせ　こども政策課☎（86）3460
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問い合わせ　市民相談人権課☎（82）7618

　法務省と全国人権擁護委員連合会が定める人権週間。パネル展示や相
談窓口を通じて、人権への理解を深めましょう。
特�定失踪者パネル展示　とき　12月5日㈮まで　ところ　市役所教育庁

舎1階
人�権相談　とき　毎月第2・4木曜日（休日のときは前日）　午後1時～4

時　ところ　市役所教育庁舎1階相談室　定員　各日3人（申し込み先
着順）

人権週間人権週間12月4日～10日

人
権
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

前田夕暮記念市短歌フォーラム
とき　12月14日㈰　午後1時半～4時40分　と
ころ　保健福祉センター　内容　◇第1部　和
太鼓演奏（秦野観光和太鼓）　◇第2部　表彰式

（夕暮記念こども短歌大会、夕暮祭短歌大会）　◇
第3部　記念講演「短歌と落語」　講師　春風亭
一左氏（はだのふるさと大使）　定員　250人（申
し込み先着順）　申し込み　電話またはメール（tosyo@city.hadano.kana 
gawa.jp）。ファクス（（83）8370）も可

短
歌
と
落
語
の

共
通
点
を
語
る

市制施行70周年記念

問い合わせ　図書館☎（81）7012

池本さんの作品
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行政一般
補助します
商店街の空き店舗利用
■対開業1～4カ月の方　対象経費・補
助額　◇開業時改装費　10分の3（上
限50万円）　◇賃借料　10分の3（上
限月3万円、2年間）　◇広告宣伝費
（開業後6カ月まで）　2分の1（上限15
万円）　■申申し込み書（市ホームペー
ジにあります）に必要書類を添えて、
1月9日㈮までに市役所教育庁舎1階
産業振興課へ本人が持参　※2月に
審査会を予定　■問産業振興課☎（82）
9646
設備の更新工事のため臨時休館
します　渋沢公民館
　連絡所業務も休止します。　■時12
月22日㈪　23日㈫　■問生涯学習課
☎（84）2792
必ず申告を
事業用償却資産
　令和8年1月1日現在の所有状況を
申告してください。郵送やインター
ネット（eLTAX）でも申告できます。　

■時1月5日㈪～2月2日㈪　■対土地や家
屋を除く事業用の有形固定資産（機
械装置、器具、工具、備品、構築物
など）　■問資産税課☎（82）7391
お知らせください
家屋の状況
　家屋の固定資産税は、毎年1月1日
現在の状況で課税しています。取り
壊しや増・改築、用途を変更したと
き、建て替えの予定があるときは、す
ぐに連絡してください。　■問資産税課
☎（82）7391

催　し
就職を支援
個別カウンセリング
■時12月3日～24日の水曜日　午前10
時～午後4時（正午～午後1時を除く）　
■場ふるさとハローワーク（秦野駅前農
協ビル3階）　■内適職発見、応募書類
の書き方、面接トレーニングなど　■対
各日市内在住の18歳以上の求職者5
人　※24日は保育あり（予約制）　■問
産業振興課☎（82）9646またはふる
さとハローワーク☎（84）0810

宮永岳彦記念美術館展示企画
「宮永岳彦の芸術」 時
■時12月13日㈯～6月7日㈰　■内油絵
やポスターなど多彩な作品を年代順
に紹介　■問文化振興課☎（86）6309
補助金の申請を出張受け付け
自転車ヘルメットの購入費用
■時12月17日㈬　午後1時～3時　■場イ
オン秦野SC　■対市内在住で、事業協
力店（市ホームページにあります）で
認証マークの付いた新品のヘルメッ
トを購入した方　補助額　上限2000
円　■問地域安全課☎（82）9625
危険物取扱者試験（乙種4類）
対策受験準備講習会
■時1月18日㈰　午前9時半～午後5時　
■場保健福祉センター　■定30人　■費1
万1000円　■申12月8日㈪～に申し込
み書（消防本部2階予防課にありま
す）を予防課へ持参　■問予防課☎（81）
7602
視覚障害者を支援する
外出支援ボランティア講座
■時1月19日～2月16日の月曜日　全5
回　午前10時～正午　■場保健福祉セ
ンター　■定10人　■費500円　■問社会
福祉協議会☎（84）7711
市内在住55歳以上の方向け合同
就労説明会
■時1月30日㈮　午前10時～午後3時
（正午〜午後1時を除く）　■場保健福祉
センター　■定40人　■問高齢介護課☎
（82）7394
観光ボランティアと歩こう
善波太郎ゆかりの古道を訪ねる
■時■場2月10日㈫午前9時秦野駅改札
前集合～弘法山～善波峠切り通し～
善波太郎力石～箕輪駅跡～午後2時
半鶴巻温泉駅　※雨天中止　■定60人　
■費500円　■申12月10日㈬～　■問市観
光案内所☎（80）2303

募　集
市駅伝競走大会
モバイルAED隊
■時1月11日㈰　午前9時15分～午後0
時半　■内AEDや救急セットを持ち、
コース上で選手を救護　■対過去3年
以内に応急手当講習会を受講してい
るまたはこれから受講予定の30人　
■申申し込み書（市ホームページにあり
ます）を12月12日㈮までにカルチャー

■場本町公民館　■対市内在住・在勤・
在学の外国籍20人　■申申し込み書
（市役所教育庁舎1階文化振興課、市
ホームページにあります）を1月16日
㈮までに〒257-8501文化振興課へ
郵送または持参。メール（bunsin@）
も可　■問文化振興課☎（86）6309

保健師

■内乳幼児健康診査や保健相談業務な
ど　■対保健師の資格があり、普通自
動車の運転ができる方　人数　1人　
任期　4月1日～令和9年3月31日　
勤務日など　月17日　午前9時～午
後5時15分　報酬（予定）　時給1951
円　■申申し込み書（保健福祉センター
1階こども家庭支援課、市ホームペー
ジにあります）に資格証明書の写しを
添えて、1月23日㈮までにこども家庭
支援課へ本人が持参　※後日面接あ
り　■問こども家庭支援課☎（82）9604

スポーツ
ふれあいスポーツデー

■時12月6日㈯　午前9時～正午　■場
メタックス体育館はだの、カルチャー

■時12月18日㈭　午前10時～11時　
■場保健福祉センター　■対11カ月～1
歳3カ月児と家族15組　■申電話また
は電子申請　■問こども家庭支援課☎
（82）9604

未病健康測定会

■時1月20日㈫　午前10時～11時半　
■場NITTANパークおおね　■内骨密度・
ヘモグロビン濃度測定　■対市内在住・
在勤の18～69歳20人（抽選）　■締1月
13日㈫　■問健康づくり課☎（82）9603

施設情報
はだの歴史博物館
☎（87）5542
企画展「全国模範簡易水道・曽屋水
道」　■時12月6日㈯～2月15日㈰
はだのこども館
☎︎（81）7011
楽しいクリスマス会　■時12月12日㈮　
午前10時半～11時半　■対2～4歳児と
保護者　みんなでクリスマスゲーム
を楽しもう　■時12月21日㈰　午前9
時50分～11時半　■対2歳～小学生20
人（未就学児は保護者同伴）　■申電話
またはメール（h-kodomo@）

お知らせ
問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

Information

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは入場自由。電子申請は市ホームページから
アクセス。市のメールアドレスは＠以下にcity.hadano.kanagawa.jpを付けてください。

パーク管理事務所2階スポーツ推進
課へ持参またはメール（sports@）。
ファクス（（73）6461）も可　■問スポー
ツ推進課☎（84）2795

児童館の厚生員

■内児童館の管理運営、児童の指導な
ど　■対次のいずれかに該当する方　
◇幼稚園、小・中学校、高校のいず
れかの教諭の資格がある　◇社会福
祉士または保育士の資格がある　◇
大学で心理・教育・社会・芸術・体
育学のいずれかに相当する課程を修
了　◇児童福祉施設職員養成校を卒
業　◇児童福祉事業に2年以上従事　
人数　若干名　任期　4月1日～令和
9年3月31日　勤務日など　月15日　
午後1時～5時（土・日曜日に午前9時
～午後5時の交代勤務あり。月75時
間勤務）　報酬（予定）　月額10万
3425円　■申申し込み書（市役所3階
こども育成課、市ホームページにあ
ります）を12月12日㈮までにこども
育成課へ本人が持参　※後日面接あ
り　■問こども育成課☎（86）6270

市役所日直事務員

■内戸籍届け出の受け付け、市役所へ
の問い合わせ対応など　■対簡単なパ
ソコン操作ができる方　人数　4人　
任期　4月1日～令和9年3月31日　勤
務日など　月6日程度（シフト制）　
土・日曜日、祝・休日（年末年始を含
む）　午前8時半～午後5時　報酬（予
定）　時給1379円　■申申し込み書（市
役所3階人事課、市ホームページにあ
ります）を12月17日㈬までに人事課へ
本人が持参　※後日面接あり　■問人
事課☎（82）5120

介護サービス相談員

■内ボランティアとして介護施設を訪
問し、利用者の相談に対応　人数　
4人程度　謝礼　1回2000円　■申履
歴書に応募の動機（800字程度）を添
えて、1月9日㈮までに〒257-8501
市役所1階高齢介護課へ郵送または
持参　※後日面接あり　■問高齢介護
課☎（86）6583
国際交流フェスティバル
日本語スピーチ大会の参加者
■時2月15日㈰　午前9時半～11時　

パーク庭球場・芝生広場　■内フィッ
トネス、パークゴルフ、弓道体験な
ど　■問スポーツ協会☎（84）3376

ピラティス教室

■時1月8日～2月12日の木曜日　全6
回　午前10時～11時10分　■場中野
健康センター　■対16歳以上15人（抽
選）　■費3000円　■締12月7日㈰　■問
スポーツ協会☎（84）3376

からだ調整体操教室

■時1月9日～2月13日の金曜日　全6
回　午前10時～11時10分　■場東公
民館　■対16歳以上30人（抽選）　■費
3000円　■締12月7日㈰　■問スポーツ
協会☎（84）3376

健康・子育て
献血

■時12月6日㈯　20日㈯　27日㈯　30
日㈫　午前10時～11時半、午後1時
15分～4時　■場イオン秦野SC　■問健
康づくり課☎（82）9603
食生活と歯磨きを学ぼう
幼児食と歯のセミナー

くずはの家
☎︎（84）7874
みんなでチャレンジ　落ち葉の中で
スラックライン　■時12月13日㈯　午
前9時半～11時半　■対小学生以上20
人（小学1・2年生は保護者同伴）　■費
50円　■申12月2日㈫～
里山ふれあいセンター
☎（75）1961
木材でクリスマスツリーを作ろう　
■時12月13日㈯　午前10時～午後3時　
■定8人　■費2000円　年越しそば打ち
体験教室　■時12月14日㈰　午前10
時～午後2時　■定12人　■費1200円
はだの丹沢クライミングパーク　
☎（63）2630
ボルダー教室　■時1月18日㈰　◇初
級A　午前9時～11時　◇初級B　正
午～午後2時　◇初級C　午後2時半
～4時半　■定各回10人　■費市外在住
者は1000円　※シューズなどのレン
タル代は実費　■申12月11日㈭～（市
外在住者は18日㈭～）

寄　付（敬称略）
消防業務の感染防止対策に（原郁夫）　
11月17日　物品1件

みんな Message Boardの

市内の公共施設を利用

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

催し案内
息子・娘の婚活親セミナー　12月2日㈫　16日㈫　
午後6時15分～7時15分　保健福祉センター　各
日結婚を希望する独身者の親6人　1000円　電話
またはメール（rumrumakiaki@gmail.com）　婚育
畑・池山☎090（1816）9324
季節の写真展　12月4日㈭～21日㈰　午前8時半
～午後5時（21日は午後2時まで）　南が丘公民館　
南が丘写友会・菊池☎（88）6323
2025ふる里芸能発表会　12月7日㈰　午後0時半
～4時半　堀川公民館　歌と踊り、クリスマス発

表会　150人（当日先着順）　秦野ふる里会・原田
☎（87）7200
心の講演会「絵と私」　12月7日㈰　午後1時～3時
半　本町公民館　淡彩画家による講演　30人　リ
ラックスゆらぎ・井上☎（87）6883
大正琴

ごと

カリンバコンサート　12月13日㈯　午後1
時半～3時　本町公民館　カリンバ愛好会・伊東
☎（75）3940
クリスマスコンサート　12月14日㈰　午後2時～4
時　本町公民館　30人　堀内☎070（8443）1511
その他
引きこもり当事者の居場所「いーーばしょ秦野」　
12月19日㈮　午後1時～4時　保健福祉センター　
スタッフへの相談や外出のきっかけとなる支援な
ど　県立青少年センター☎045（263）4467

湘南里川づくりみんなの会フォーラム2025　金
目川水系の今後　12月21日㈰　午前10時～午後
1時　東海大学湘南キャンパス（平塚市北金目4-1-
1）　100人　12月18日㈭までに、電話または参
加者全員の氏名と電話番号を書きファクス（（22）
9274）。メール（shonan-satokawa@pref.kana�
gawa.lg.jp）も可　湘南地域県政総合センター☎
（22）9186
「横浜いのちの電話」相談員養成講座の受講生募
集　4月～令和9年3月　23歳以上40人　◇前期
Ⅰ・後期　各2万円　◇前期Ⅱ　1万5000円　応
募書類（事務局ホームページにあります）に必要事
項を記載し、2月10日㈫までに〒240-8691（福）
横浜いのちの電話事務局へ郵送　横浜いのちの電
話事務局☎045（333）6163

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

check
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大根公民館　☎（77）7421
クリスマスのフルーツケーキ作り　12月12日㈮　
午前9時半～午後1時　12人　1600円
人権パネル展「ともに生きる」　12月14日㈰～24
日㈬
東公民館　☎（82）3232
レコードカフェ「メモリーズ」　12月24日㈬　1月
28日㈬　午後1時半～3時半　各日50人
鶴巻公民館　☎（76）0463
初心者向け切り絵・切り紙教室　12月
19日㈮　午前10時～正午　10人　600
円
子供工作教室「エコバッグに絵を描こう」　1月17
日㈯　午前10時～11時半　小学生以下15人（未就
学児は保護者同伴）　500円
北公民館　☎（75）1678
絵本とわらべうた　12月18日㈭　午前10時～10
時45分　4歳以下の親子5組
初めての包丁研ぎ教室　12月20日㈯　午前9時半

～11時半　10人　200円
北地区伝統のお飾り作り教室　12月27日㈯　午
前9時半～正午　10人　900円
西公民館　☎（88）0003
ブック展「読んでみませんか　ドラマ・映画化の
原作小説」　12月25日㈭まで　
絵本とわらべうた　12～3月の第2月曜日（1月は
第4月曜日）　全4回　◇午前10時～10時35分　0
歳の親子4組　◇午前10時50分～11時25分　1
～4歳の親子5組
南公民館　☎（81）3001
どんど焼き団子作りとケズリカケ　1月10日㈯　
午前9時半～正午　親子6組　620円
本町公民館　☎（84）5100
初心者パソコン相談　12〜3月の第2火曜日（1月
は第1火曜日）　午後1時～3時
クリスマスのフルーツケーキ作り　12月17日㈬　
午前9時半～午後1時　16人　1600円
親子マジック教室　12月20日㈯　午前10時～正
午　小学生と保護者10組　500円
渋沢公民館　☎（87）7751
公民館まつり　12月6日㈯　◇ステージ発表、作
品展示　午前9時半～午後3時　◇飲食売店　午

前10時～午後3時（なくなり次第終了）
クリスマスのアイシングクッキー作り　12月13日㈯　
午前10時～正午　小学3～6年生8人　1000円
南が丘公民館　☎（84）6411
親と子の絵本を楽しむ会　12月17日㈬　午前10
時～11時　7組（保護者のみの参加可）
身体障害者・高齢者のパソコン講習会　12月20
日㈯　午前10時～正午　10人　550円　パソコ
ン持参
上公民館　☎（87）0212
ミニ門松作り　12月26日㈮　午前9時半～正午　
小学生以上15組（小学生は保護者同伴）　800円
オンベ竹とセエト焼き団子飾りの展示　1月8日㈭
～17日㈯
親子卓球教室　1月11日㈰　2月1日㈰　午後1時
～3時　各日10人（中学生以上は単独参加可）　
堀川公民館　☎（87）4111
小学生お正月生け花教室　12月26日
㈮　午前10時～11時半　小学生10人　
1300円
ほうらい会館　☎（81）8310
お飾り教室　12月27日㈯　午後1時～4時　15人　
1000円

◇水無瀬橋（北側）　午前8時半～正午　◇富士見大橋　午前9時～9時40分　
◇東京電力パワーグリッド㈱秦野事務所前交差点　午前9時〜10時半　◇堀戸
大橋　午前9時45分～11時15分

①富士見大橋～堀戸大橋　②水無瀬橋～文化会館前交差点　③秦野商工会議
所前～中栄信金スタジアム秦野　④文化会館前交差点～総合体育館入口交差
点～㈱KMCT南側交差点　⑤総合体育館入口交差点～秦野商工会議所前

市制施行70周年記念
第21回はだの丹沢水

み

無
な

川
せ

マラソン大会
ご協力ください

カルチャーパーク周辺の交通規制
全面通行止め区間と時刻 午前8時半～正午（④、⑤は午前10時まで）

コース周辺で交通渋滞が予想される地点と時刻

12月7日㈰
午前8時半～正午
午前8時半～10時

①②③
④⑤

②

③

④

⑤

①

堀戸大橋堀戸大橋
塚原橋塚原橋
水無瀬橋水無瀬橋

コンビニコンビニ

コンビニコンビニ

コンビニコンビニ

陸上競技場陸上競技場

テニスコートテニスコートスタート
ゴール
スタート
ゴール

カルチャーパーク
管理事務所
カルチャーパーク
管理事務所

噴水噴水

中栄信金スタジアム秦野中栄信金スタジアム秦野

ペコちゃん
公園はだの
ペコちゃん
公園はだの

文化会館
前交差点
文化会館
前交差点

メタックス体育館はだのメタックス体育館はだの

秦野商工
会議所
秦野商工
会議所

富士見大橋富士見大橋

総合体育館
入口交差点
総合体育館
入口交差点

㈱KMCT㈱KMCT

㈱KMCT
南側交差点
㈱KMCT
南側交差点

クアーズテック秦野
CH

クアーズテック秦野
CH

図書館図書館

午前10時以降の水無瀬橋（南側）は、ランナーの通過状況によって横断可能
となります。現場の警察官や警備員の指示に従ってください。■問スポーツ推進課☎（84）2795

住民税課税事務などの事務補助員

勤務日　いずれも週3日程度　※1日分の事前研修あり　勤務場所　市役
所（確定申告書の作成補助はクアーズテック秦野CH）　報酬　時給1315円　
■申12月5日㈮までに本人が電話　※後日面接あり
■問市民税課☎（82）5130

勤務内容 人数 任期 勤務時間
課税資料の開封
など 5人 1月5日～

令和8年3月31日
午前9時～午後4時

課税資料の作成
など 4人 1月6日～

令和8年2月27日
�確定申告書の
受け付け 6人 1月22日～

令和8年3月16日
午前8時半～午後4時半の
うち6時間

住民税申告書の
受け付け 7人 2月2日～

令和8年3月16日
午前8時半～午後4時また
は午前9時半～午後5時

確定申告相談の
電話予約受け付け 6人 2月2日～

令和8年3月13日 午前9時半～午後4時半

確定申告書の
作成補助 11人 2月16日～

令和8年3月16日 午前8時半～午後4時

募集
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　クリスマスシーズンが到来。　クリスマスシーズンが到来。
幻想的な雰囲気に包まれる秦幻想的な雰囲気に包まれる秦
野の夜を楽しみませんか。野の夜を楽しみませんか。

と�き・内容　◇赤色　12月12日㈮まで　◇赤・緑
色　12月13日㈯～25日㈭　◇白色　12月26日
㈮～31日㈬　いずれも午後4時～8時半

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ラ
ー
に

包
ま
れ
る

県立秦野戸川公園

風の吊
つ

り橋ライトアップ

と�き　12月13日㈯～25日㈭　午後4時～8時　
 点灯イベント 
と�き・内容　12月13日　
◇バンド演奏　午後3
時～　◇点灯式　午
後4時25分 ～　 ※ 雨
天中止

クリスマスイルミネーション

光
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る

問い合わせ　
県立秦野戸川公園☎（87）9020

ライトアップ＆イルミネーション
冬の夜の風物詩

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。
各
部
門
の
市
展
大
賞
作
品
は
、

市
役
所
２
階
で
展
示
し
ま
す
。

入
賞
お
め
で
と
う

入
賞
お
め
で
と
う

問
い
合
わ
せ　
文
化
振
興
課
☎（
８
６
）６
３
０
９

市
展
大
賞　
廣
澤
一
憲（
羽
根
）　
市
長
賞　
藤
澤
政
義

（
ひ
ば
り
ケ
丘
）　
教
育
委
員
会
賞　
奈
良
庸
文（
元
町
）　

市
議
会
議
長
賞　
小
松
均（
曽
屋
）　
農
業
協
同
組
合

長
賞　
物
部
淳
子（
南
矢
名
）　
中
栄
信
用
金
庫
理
事

長
賞　
桐
生
忠
光（
平
沢
）　

70
周
年
記
念
賞　
古
屋

節
子（
渋
沢
）　
実
行
委
員
長
賞　
お
か
だ
ゆ
き
お（
羽

根
）　
入
選　
野
村
鶴
雄（
鶴
巻
北
２
）　
岡
本
進（
菖

蒲
）　
高
橋
保
志
江（
渋
沢
２
）　
宮
西
啓
支（
本
町
３
）　

増
田
功
二（
千
村
１
）　
川
原
龍
昭（
沼
代
新
町
）　
山
下
政
明（
南
が
丘
２
）

廣澤さんの作品「森に佇む」

写
真
の
部

市
展
大
賞　
佐
伯
華
邨（
平
沢
）　
市
長
賞　
古
木
星
那（
西
田
原
）　
教
育
委
員
会
賞　

藤
本
桂
香（
菩
提
）　
市
議
会
議
長
賞　
島
田
利
佳（
弥
生
町
）　
農
業
協
同
組
合
長
賞　

飯
田
智
子（
堀
川
）　
中
栄
信
用
金
庫
理
事
長
賞　
相
原
久
美
子（
菩
提
）　
70
周
年
記

念
賞　
下
岸
朴
石（
渋
沢
）　
文
化
団
体
協
議
会
賞　
真
下
葉
子（
上
今
川
町
）　
書
道

協
会
賞　
細
川
泰
雲（
菖
蒲
）　
特
選　
清
田
京
蓉（
鶴
巻
）　
金
竹
聲（
本
町
１
）　
次

世
代
賞　
草
山
彩
夏（
平
沢
）

佐伯さんの作品
「赤壁賦」

書
道
の
部

美
術
の
部

市
展
大
賞　

中
村
征
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矢
名
）　

市

長
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植
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戸
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教
育
委
員

会
賞　
前
田
昭
枝（
堀
山
下
）　
市
議
会
議

長
賞　
岩
崎
和
男（
渋
沢
２
）　
農
業
協
同

組
合
長
賞　
佐
藤
庄
市（
西
田
原
）　
中
栄

信
用
金
庫
理
事
長
賞　
中
山
英
征（
戸
川
）　

70
周
年
記
念
賞　
小
野
静
江（
渋
沢
）　
美
術
協
会
賞　
窪
田
か
お
吏（
渋
沢
３
）　
宮

永
岳
彦
賞　
石
橋
孝
子（
戸
川
）　
志
村
の
ど
か（
今
泉
）　
美
術
協
会
奨
励
賞　
堀

川
昭
夫（
名
古
木
）　
美
術
協
会
努
力
賞　
戸
谷
市
三（
堀
西
）　
内
田
廣
子（
山
北
町
）　

次
世
代
賞　
早
川
麻
里（
平
塚
市
） 中村さんの作品

「Baccaratの花瓶」

　申し込み時1歳未満。下の二次元
コードまたは市ホームページから電
子申請。　※加工や装飾
をした画像は掲載でき
ません

大
おお
森
もり
暁
あき
ちゃん

（6・6・18生　堀西）
渡
わた
辺
なべ
結
ゆ
音
の
ちゃん

（6・5・20生　横野）

岩
いわ
田
た
夏
か
凛
りん
ちゃん

（6・7・2生　大秦町）
濱
はま
家
いえ
想
そう
葵
あ
ちゃん

（6・6・25生　曽屋）

山
やま
口
ぐち
要
かなめ
ちゃん

（6・10・23生　栄町）
関
せき
野
の
斗
とう
俐
り
ちゃん

（6・9・29生　西田原）

地
域
の
絆
が
街
を
照
ら
す

問い合わせ　障害福祉課☎（82）7616

と　き　12月6日㈯～24日㈬　午後4時半～8時　
と�ころ　さかえちょう公園（栄町9-14）
 点灯イベント 
と�き・内容　12月6日　◇ミニコンサート　午後3時

～　◇点灯式　午後4時半～　※荒天中止

と�き　12月25日㈭まで　
午後6時～10時

まほろば大橋・秦野駅北口広場
クリスマス
ライトアップ

問い合わせ　建設総務課☎（82）9635

12月3日～9日は障害者週間

大道イルミネーションフェスティバル

赤
や
白
に
も
変
化
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